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Abstract 

This study reviewed papers published in the period from 2007 to 2011 containing the word 

"recreation" in the title， using a medical database， Ichushi Web， to describe the characteristics of 

recreation studies (study design， content of recreation， target disease or other characteristics of 

participants， and efficacy)， and to discuss development ofthe Japan Society ofLeisure and Recreation 

Studies and the field of recreation studies. 

Study design was investigated based on study designs for clinical and epidemiological studies， as 

well as other types of studies. Reviewed studies were not limited to specific diseases， and studies with 

healthy participants were also included. All particulars (types) ofrecreation that authors described in 

the papers were included. Language was unrestricted. The search was conducted between June 27 and 

30， 2011 using Ichushi Web. Purposes， subjects， characteristics of recreation， study designs， and 

conclusions of the studies were summarized in an evidence table， and characteristics of the subject 

studies were summarized and discussed. 

The results showed that many of the studies on recreation that appeared in Ichushi Web were 

conducted by nurses and caregivers of hospitalized patients and patients with mental disord巴rsin 

whose duties were to introduce recreation as a complementary therapy to enhance quality of life 

(QOL) of the patients. Accordingly， these results demonstrated the significance of awareness about 

and public relations for the Japan Society of Leisure and R巴creationStudies as a place for discussion 

about methodology for recreation intervention. 

Many study designs that were in place were interventional without a control arm， and this 1imited 

our ability to assess the evidence. It is suggested that the extent of activitie呂田atedas recreation 

should be clarified， and that study design should be optimized in advance of study conduct. 
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1.緒言

2010年 11月に発刊された日本レジャー・レク

リエーション学会の歩み~その 2~ : 1996-2010 

(特別企画)において、「レジャー・レクリエーショ

ンの研究をめぐる動向と将来展望:企画のねら

い」の中で麻生1)は、「レジャー・レクリエーショ

ン研究の流れを社会的・学問的背景を踏まえなが

ら定期的にレビューし、さらに新しい時代を見据

えた研究の課題や方法論を展望することは、学会

に課せられた最も重要な使命である」と述べてい

る。

その特別企画の中のレビューでは、「歴史と言

論」ぺ「意識と行動」ヘ「活動とプログラム」ヘ

「サ}ピスと運営管理」ヘ「資源と空間」ヘ「医療

と福祉J7)の6研究分野で、それぞれの研究動向

や今後の課題が述べられている O

「医療と福祉J7) の中では、 2009年3月時点に

おいて、 1990年から 2009年の 20年間で、レク

リエーションという用語が各データベース中の論

文タイトルに含まれている数は、 IWebof ScienceJ 

が343件(平均 17.2件/年)、 IPubMedJが 242

件(平均 12.4件/年)、 IJDreamnJが 135件(平

均 6.8件/年)、「医中誌 WebJ が 365件(平均

18.3件/年)であったことを報告している O しかし、

レクリエ}ションがどのような内容であるのか、

どのような疾患や対象者についての介入なのかに

ついては示されていない。

囲内においては、上岡ら 8)が「レジャー・レク

リエーション研究」の中で、 1993年から 2007年

の期間に公表された疫学的研究論文のレビューを

行っているが、その他の囲内雑誌におけるレクリ

エーションの発表状況の詳細はわからない。さら

には、 2007年から現在までの過去 5年間の最新

の動向も不明である。

そこで、本研究は、医学データベース「医中誌

WebJ を活用して、 2007年から 2011年の期間に

公表されたレクリエーションを題目に含む論文を

レビューし、医学データベースに掲載されている

レクリエーション研究の特性(研究デザイン、レ

クリエーションの内容、対象疾患あるいは参加者

特性、効果)を明らかにし、日本レジャー・レク

リエーション学会や、レクリエーション研究分野

の発展のための考察を行うことを目的とした。

2.研究方法

1)レビューに含まれる対象研究の基準

(1)研究デザイン

臨床・疫学研究の研究デザインを基本とし、そ

れ以外のデザインも対象とした。

(2)参加者の特性

特定の疾患に限定せず(無制限)、健常な参加

者も含めた。

(3) レクリエーションの種類

各論文の著者がレクリエーションとして記述し

た事項(種類)をすべて対象とした。

(4)言語

日本語で記述された論文に加え、ヒットした論

文の言語は無制限とした。

(5)使用したデータベースと検索方法

2011年6月27日から 30日の期間に「医中誌

WebJ (註1)を用いて、システマティック・レビュー

を含む臨床・疫学研究の検索に熟練した図書館司

書 I名が実施した。検索テーブルは、「レクリエー

ション /TIor recreation/TI and (DT=2007:2011 PT二

原著論文)Bibliographic databaseJであった。

2 )レビューの方法

(1)論文の選択

検索で抽出された論文を 11)レビ、ューに含ま

れる対象研究の基準」によってスクリーニングを

行った。除外した論文はその理由とともに付録に

示した。

(2)研究の要約

エピデンス・テーブルとして、研究目的、対象

者、レクリエーションの特徴、研究デザイン、結

論を示した。介入研究では、 8項目からなる構造

化抄録で示すことが多いが、より簡潔でレクリ

エーション独自の内容が把握しやすくなるように

改編を行った。さらに、対象となった研究の特性

を整理し、考察を行った。

(3)研究の質評価

本研究は、エビデンスを吟味する目的ではない

ため、研究の質の向上のために開発されたランダ

ム化比較試験的削や観察研究ω∞の声明・チェッ

クリストや質評価のためのチェックリストによる

対象論文の評価は実施しなかった。

(4) メタ分析

本研究は効果を定量化することを目的としてい
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ないので、類似した研究内容のデ}タの統合など

の統計分析は実施しなかった。

3.結果

表 lは、適格基準に合致した論文 13)日)のエピ

デンス・テーブルである。表2は、リサーチ・ク

ェスチョンに基づいて、表 lで示した論文の特性

を把握しやすいようにまとめ直したものである。

適格基準に合致した論文は、 2007年 12編、

2008年8編、 2009年8編、 2010年9編、 2011年

1編 (2011年6月初日まで)の合計 38編であっ

た。

雑誌では、看護系雑誌が最も多く 19編 (50%)、

次いで大学や研究機関の紀要9編 (23.7%)、リ

ハビリテーション医学系雑誌 4(10.5%) と続い

ていた。

研究デザインでは、コントロール群のない介入

研究が 19編 (50%)、コ・メデイカル(ここでは

医療従事者とその学生としている)への教育介入

7編 (18.4%)、症例報告4編 (10.5%)の順となっ

ていた。

対象疾患あるいは対象者では、健常な中高年者

が5編(13.2%)、看護学生や看護職員を対象と

した研究が合わせて 7編 (18.5%)で多く、その他、

精神疾患患者や入院患者、要介護者、認知症者な

ど多種の疾患や身体状況の者を対象としていた。

論文からは鑑別ができないことと、基礎疾患が重

複する可能性が高いため、各論文の記載の名称に

留め、それ以上の統合は行わなかった。

レクリエーションの特徴では、特に種目を限定

的でない様々なレクリエーションが22編(57.9%)

と最も多く、次いで音楽療法(レクリエーション)

が4編 (10.5%)、それぞれボール・絵画・スポー

ツが2編ずつ (5.3%) となっていた。

4.考察

1)研究の傾向と実施者

2011年を除き、過去4年間の傾向として、医

中誌 Webには、ほぼ毎年 8から 12編程度のレク

リエーションに関する論文が搭載されていた。そ

の中で、看護系の雑誌が約 50%を占め、看護師

によるレクリエ}ションの研究が高い比率を占め

ていることを明らかにできたことが本研究の最も

大きな成果であった。

レクリエーションをテーマにした研究に興味を

抱く看護師が潜在的に多いことを示唆している。

このことは、看護系や紀要だけでなく、レクリエー

ションによる患者教育や介入の成果を、日本レ

ジャー・レクリエーション学会(本学会)の場で

発表してもらうことの意義を示す十分な根拠に

なったと考えられる。臨床場面で共通認識し合う

看護師聞でレクリエーションの効果を議論するこ

とも重要だが、レクリエーション研究(方法論)

の専門家が多い本学会での議論(学会発表・論文)

は、看護を専門とする研究者に対して多くの示唆

を与えるとともに、反対にコ・メデイカルではな

い多くの本学会員にとっても、臨床におけるレク

リーションの活用を学ぶ有益な機会になると考え

られる。

2 )研究デザ、イン

研究デザインとしては、コントロール群のない

介入研究が50%であった。多くの研究が目前の

患者や対象者のために、レクリエーションを介し

て、その効果を確かめようとする試みであった。

しかし、コントロール群(比較対照群:レクリエー

ションを行わない群)がなければ、何らかの反応

があっても、その介入だけからもたらされた効果

だと確認することは不可能であり、その介入の重

要性が過剰に述べられる恐れがある 5])。より具体

的に述べれば、レクリエーションではなく、その

他の治療による成果かもしれない、あるいは時聞

が経過したからそのような結果になったかもしれ

ない、という疑問を取り除くことはできない、と

いうことである O

コンビニエンス・サンプルとして、コントロー

ル群のない研究は実施しやすいが、エピデンスを

語る上では、決定的な弱さがあることも踏まえて

結果を解釈する必要がある。本研究では、コント

ロール群を設定したのは 1編だけであり、それは

ランダムに参加者(患者)を割り付け、真実を示

す可能性が最も高いとされるランダム化比較試験

(RCT) ではなく、任意に意図をもって介入群と

コントロール群に振り分ける非ランダム化比較試

験 (nRCT)であった。

研究デザインとして、看護師や看護学生のレク

リエーションを通じて得られる教育効果をみる研
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表 1 対象となった論文のエビデンス・テーブル

No 代表著者 雑誌 タイトル 目的 対/参象加疾者患 レクリエーショ 研究デザ
ンの特徴 イン

主要な結果または結論

13岩本久生
JlI!学療臨 レクリヱ ンヨ 特、定3尚H齢l者のを遊含びむゃ対l象~に週1 話高む齢2)2者 千衡素性や敏合捷性 コントロ 遡1凶 3ヵfl左高阿頻lf品度fト舌、期間左の ンを取り入れた固 など の要をむ遊ール群のもに少ない運動 であった

床法と研 運動による介護 のレクリエーションを中心と 含高 ぴを取り入れた ない介入 が、運動体考習機え慣能たの と相侠っ

究 予組防教室の効取果り した能介よや護う生な予教活防機室教が能室高にを齢ど行者のっのよた身う。 トレーニング、 研究 て、 身 の が認能めら(2011) みとその この 歌謡曲自にあわせ れたと 。活機の向
体機 i舌 た独に作成し 上は認められなかったことか
な影響を与えるか、その効果 た踊り

ら、 長性期間考対のえし運ら満動れ足をた度継。は介続Eす護る
についてこ後検と証のと取すしるりた組こ。とを目的

必が 予

とし、今く みへ生か 防要教室に 高く、

してい 。 継続した運動を啓発させるこ
とができた。

14高橋和文 金城学 7フイングデイ フフイングディスクを用いた 健常年な中 7フイングデイ コントロ レクリエーションは、のし「疲、、「「労活緊

院-t.学 スクを胤いたレ レクリエ シヨ J の'L理的効 局 者 スク (フ 1)スビ ール酵の 費てっ(どF)たいっ不j作るてと安は7様点」l十尚川察経ドをくさお度品な)れ」めいなっる返るて柑た。、も傾動 の論(20集1 クリエーション果について参、加「者なごや健康カレ ー)を用いたデない介入 減参向 活

。) 者の「レな心をッご対理ジや」象的健のと効康参し果て加カ. ッジJの を対象として イスクゴルフ 研究 を有者 し検討した。 加度 に
強であ

対象

15飯尾尚子 日本精 統合失調症慢音性 統合失調症の慢性期患者の多 統合性失調期 家庭用コンピュ コントロ 対表象者はレクを通して自分の
神護科看会期患者への楽 くは無為・自問状態にあるこ 症患慢者 ーターゲームと ール群の 現が受け入れられた経験を

学 療法的レクリエ とから、レクリエーション(以 音楽ゲームソフ ない介入 し、自己表現に対する抵抗が

誌(20 ーションによる 下レク)への関心が低く、ま ト 研究 徐々に和らいだことで、対結人
10) 社会性の向上に た、他者とかかわることに恐 関係カが改善するという 呆

対家庭する効果. 怖感を抱き、対人交流が少な につながったのではないかと
用コンビュ いため孤立Lた毎方日を過ごし

社今考表会現え回性力るの。、のレよ対向クっ上人にて関によ、本係影っ研響力て究得すのの改るら結善れ自果がた己、
ーターゲームに がちである。一 、福祉・介

より交自流た己拡新表大し現いを・ 護領域では高齢注者に対するゲ
対人 ームの有効性が目されてい
めざし ることから、家庭用コンビュ ことがわかった。
試み ーターゲームを使交ったレクで

自己表現と対人 流を改善す考向
ることは、彼らの社会性が
上することになるのではと
え、レクを考え、実施した。

16渡部弘子 日科本精 認知症患者への 音楽療法とい者う非薬物的介う入 認知症患 あい玉発さ体声つ操運や、動呼な、 コントロ 音楽療法とい患う非薬物精神的介入
神看学 レクリエーショが、認知症患にどのよな者 吸 ー ル 群 の に よ り 認 知 症 者 の 的安
護 ンに取療り組んで変化をもたらすかを明らかに お手 なない介入定が図れた。しかし、 19名究か

会(2010誌) 音楽法で学んすることを目的とし実施した じみの歌、季節研究 ら得られた結果であ今り研後未 と
1 だことを活用し のでここに報告する。 の歌を歌う、リ しては限界がある。 介分は析対入

て ズム運動などの 象群者を増較やし介入群と
音楽療法 の比をし、統計的に

する必要がある。

17小池朝日幸
仙学(20紀台09大要) 介護予防教室に 介護予防教室におけるレクリ 局齢者

健康講話一E筋JJ レピ?ュ- T必のみ効めるl」果1レ夫とEの転ク的なとし要倒か要ヲ仁て素エ予素つよ変をー軍防っを損化基ン劫ゃ細てなヨ(、認t川mわシ動知o4なしd財推護機ていhの)、予付よJF「防

おける目的別レ エーションプログラムの構造 トレーーング、整(概理念)のい 既楽つ
クリエーション の特徴を活動分析の手従法を用 レクリエーショ 存
プログラムのす開 いて分析した。また、 介来の ンナルトレーニ し
発と効果に関 レクリエーション素方材の 護 ング に さ
る研究 予防教室への活用法につい せ 防

てまとめた。 に け
可能なレクリエーションプロ
グラムを創造することができ
ると恩われる。

18粛藤梢 岩市l口h 見沢 高齢透析換患者の 局齢透析患者にレクリエーシ 患両齢透析 作「新る聞」紙で玉を コントロ 終了後に参加者結の感想を聞き
立総 気機分能転 と残存向 ョンを取与り入れて入院生換活に 者 「この玉を ール群の 取有り調査した 果、気分転換

病 の維持・ 刺激を えれば、気向分転や 使った的当てゲ ない介入 に。効効残でで存あったことが確認向さ

院0院10誌) lをめざしてレ 残在機憶の維持 上につな ゲ身にムJをddbl ム動わf」fか玉せ五l敬入てす転踊れ語が上りゲ半幽しliJf~ れた 機能の維持却う ! (2 クリエーションがるのではないかと考え、試 に有 あったかどかにつ
を活用して みた。 いては、研究期間がかった

ため明らかにできなかった。

身「歌を謡動曲すにあわ

せて下半身「風を動船
かすレ踊ーり」」
パ 「童謡
にあわせて歌う」
など

19片野真 成帝尽看平 精神科病企棟画実習 精神科患病棟実習において、複 棟精神の科患者病 学生企画のレク コ メデ レクリエーションの導入によ護り

議大 に学生 実 殺会の 者との閥わりを作る複 リエーシヨシ イカルヘ 怖フ係「骨lレのへをク役健Vのリ成康割働エす」的ーきるγ「個iJ患」ョ阿け者をンへlの仁学仁の患関持ぶ着者わこヮ目てるととj 肴短期 施のレク世4導4リ、 エー として学生企画のレクリエをケアす の教育介 いる
学(20紀10要) ションを入しーションの導入を行った。 そる看護学 入 「集

ての一考 こで、学生がレクリエーショ生 の関
ンの企画・実施を通して学ん がで
だこと、そこからの見解と今 対きた。さらに、学生の精神科に
後の課題について報告した。 する意識の変容に繋げていく

ことができるという展望を得る
ことができた。
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表1 つづき

20 梅谷幸代 新田福塚 治療的レクリエ 精神科レクリエーション(以 精神科患 レク(インドア 診療報酬 平成20年度のレクにおける診
医療 ーション導入に下レク)において、平成18年者 運動会、福井病分析 療報酬請求率は100%となり、

祉セン より見えてきた 度考環までは、レクを「娯楽」と 院祭り、ゲー 診療体制の確立が図れた。

ター雑 もの.レクリエ える患者が多者く、治療診のー トボール交流試

誌(20 ーションにおけ として参加全員の療報 合、リエゾン杯
10) る診療報酬請求 酬請求につながらない現状で ゲートボール大

100%を目指 L あった。そこで、レクの企画 会)
て

や選常供?Eすに世をもる(付以M凶左弘け下首い~明たがうn携、そ) わる機会
を提 治療的レ

クの れに伴内い
作業 診療に
レク

21 津端飛鳥 日科本学精看会 精自神障がい者の 絵画レクリエーション(絵画 繰うつ病 絵画レクリエー コントロ 絵画レクは絵画による自己表
神護 己表現を育む レク)表が精神障害者の豊かな の男性、 ションを行い、 ール群の現が他者に共有される体験で

絵画レクリエー 自己現にもたらす効果と看統合失調 感想を諮り合う ない介入 あり、自己受容や豊かな自己
誌 ションの効果 護上の示唆を得ることを目的 症の女性 研究 表現、他者につながろうとす

(2009) に、小グループをつくり、週1 および男 るカが育まれ、更には楽しさ
回約75分間の絵画レクを9回行 性の3名 が再び絵画表現への原動力
った。 となる正の循環が起こってい

たはかで々岡とJ能考看すのき性護看λ企こで血護のらとあ拠者れにもる佐点のでる@。様立をき絵精神科看護

画レクに
者j舌 、更には発

見 々な側面を
日 たせること
も可

22 大山由香 日本看会 余を暇歴・生活歴 うつ状態にある老年期妄想症 うつ状態 「行情歌を聴くこ 症例報告 標記レクにより、余暇活動の
護論.老学文 とらえたレク の70歳女性(症例に、レクリエにある老と」とし、「歌は 向上が導かれ、また、人との

年集 リエーション ーション レク)の実施を試年期妄想みんなで楽しめ 関わりを肯定的に受け止めら
みた。 症の女性る」という言葉 れる様になり、日常生活の質

看(20護1 より他の患者も も向上すると考えられた。
。) レクに参加でき

るようにした。

23 城幸子 日本看 療養病棟におけ 療養病棟の入院患者がレクリ 療養病棟 運動動作系と歌 コントロ 評価表の項目別得点比較では
護論学文会 るレクリエーシ エーションに参加効すると、心 の入院患 系のレクリエー ール群の 運動動作系では注意持続が上

集 ョン活動の効価果身にるどかの検よ討うな果がもたら 者 シヨン ない介入昇、動揺・不安が軽減し、歌
:老年集団活動評表され した。 研究 系では注意持続と集団協調性
看護 を用いて が上昇していた。以上より、
(2010) 継続的なレクリエーションは

心身の活性化に効果があると
思われる。

24光延明里 中国四 認音知楽症高齢者に 音楽レクリエーション(音楽 ハンセン 音楽レクリエ} 症例報告 参加後の感想は、「良かった」
園地区 レクリエーレク)を週2回、約30分行った。氏病を有シヨン 等で、笑顔や活き活きした表
国立ションを試みて する認知 情、積極的・自発的行動が、

病構院機図 音楽による変行化動 症高齢者 回を重ねる毎に増えていった。
と気持ちの なじみの歌を歌い過去を思い

立所療看究養護
出している一瞬一瞬が、その

人らしく安思わ心できる時間に繋
研 学 がったと恩れた。
会誌
(2∞9) 

25松嶋理恵、
研旭報(20川究09荘年) 竜ノ口寮におけ 著者等の寮では2006年度から 障害者

描く絵のテーマ コントロ 絵画教室は利用者対職員だけ

る小グループで レクリエーシよ己ョう表ンに現活変動し更ゃを、小グ
を決めて本人が ール群の でなく、利用者同士のコミュニ

のレクリエーシ ループで者焦行が点うを自 様々
描きたいまま表絵 ない介入 ケーションの場となり、自分の

ョン取り組みにな利用 すい 現し、最後に 研究 作品だけでなく他の利用者の作
ついて.絵画教絵画に点当て取り組むこ の題名をつけて 品を見ることによって刺激とな

主主を通しての とにした。 もらった。更に り、自分自身に対する自信に繋
QOLの向上 描いた絵を廊下 がることも明らかとなった。以

の貼展示スペース 上より、絵画教室は単なる作品
にり、利用者、 作りの場で終わることはなく、

職員や来寮つ者に 最終的には個々人の自己実現へ
見てもら ょう の道を切り開き、利用者広自身が
にした。 意欲を持ち、生活の場を げる

きっかけとなるような働きかけ
が必要と考えられた。

26 Koyama 
Joumal 両齢者における 65歳以満音3上楽3名3作0名り(若((高年前RM齢群後M群)の) ) と65 高齢者

趣味の音楽作り 非ランダ 両群で生じた免疫学的変化

M. 

of 趣味心よ(Rの的る田免状音r田楽疫態t作1反のona応変りl 歳未 に、趣

(貼1M) ム化比較 に有意差はみられなかった。

Medical に 味の を1時 試験 RMMにより両群において心的
組 d と 間行わせ、その 血液サ 状態に改善がみられたが、両
Dental 化 ンプルの調査と心的状態に関 群聞で有意差はみられなかっ

Sciences Music-Making するアンケート調査を行った。 た。音楽作りは高齢者におい
(2009) Modulates て健康改善に有用であること

lmmunological が示唆された。

Responses and 
Mood States in 
Older Adults) 

27寺司雅樹 大分県介護老人保健施 当施設(介護老人保健施設) 要介護局 レクリエーショ コントロ レクリエ}ションの効果とし

1)ハピ 設ふおけるPT で動そい平レク系Zて成効1、2Y】ι封音現年L院を8楽ヤ刀品標働Yへ討ヨ、法、Iン以報月脳6げ告に下型一員地業し行)AX系たっかに。 齢者 ン系(作業系 選 ル若手の て、手指の越動 ト下肢の迷動リテーが行なうレクリた 動 音楽系、ない介入半側空間無視の改善、顔面筋
シ ョ ン エ ー ションの効運 頭脳系) 研究 の運動、呼吸筋の運動、脳活
医学会果について つ 性化、離床時間の延長などが

誌 ら 挙げら解効機れ果力、能が認が・あ低知身る症体下と等機L考能のたえ入たのた所維め。体(2008) 力・理 者
の認知 持
向上に効果
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表 1 つづき

28 木下香織 新見公 健康教育とレク 地域看健護康学と老年看護学で笑 2看名年護生学6科5 レクリエーショ コ メデ 学生は、対象者との援助的人
立短期紀 リエーション・ 施した 教育とレクリエ} ン・リハビリ イカルへ 間関係視やヘルスプロモーショ
大学 リハビリとの合ション・リハビリの合同演習 の教育介ンの点など、挙従げ来ての演習方
要 同演習の各段階の計画・実施・評価段階での 入 法での課題を おり、既

(2008) での学生の学び 学生い教のて育学検効び討果をし分とた教析。し、 合同演
習の知識と技術の応用や統合

習の 育上の課題 などの教育計効画果・を実確施認段で階きでたの。
につ 。 一方で、

問題点も明らかになった。

29池田利章 祉介(20学護09福) レクリエーショ グループホーム (GH)のレク 認知症品 風船バレー コントロ その結果、利用者のレクリエ
ン活動症における リエーション活動にお構ける認を 齢者

ル鮮の 発、的動シる的24な領ョをU)嬰動客域ン外自活求4機鋭発三動のづ化を的η官中表けしf動m旬城動明にて機、宅カす左づに識3か対る)らけか言わえすにrらi業るLるかるl』領管) 

認知高齢者の 知症高齢者の楽しみの造 ない介入内
楽しみ理の論構に造よ: 明らかにすることを目的に、 研究 域

フロー GHを出利血用後しにて認いる98歳の女性 理 の
る、グループホ(脳 知症症状を発 1舌領
}ムにおける風 現)が、レクリエーションと 域 か

船バレ分ー析参加者 して、ー要観内を望察容すし者分てでる析いあこるをると行時調がのっ多査発た者い話。風がを船務、

わ が
の発話 を通パレ 表出されていることが分かつ
して 参与 マ7~。

取し

30福坂恵子

B1ド看会集年 働飴え者の感賞に 介知調1栃なラ3護能例分賀どJ緒評療以ク(6価養B上大顎0祷マ座の、き-ケ位康9怠Cさ0保、で歳入うル長持代色院ポ州が谷)、可1を川音の能0ル点対式なの白を象以簡患4衣同有下に度易者無い、 商船者介護 ポールを使った コ〆トロ 高齢者にと ョで大きさや取句
護論。老学文 訴る効果的な 患 レクリエーショール群介入の扱いやすさは非常に重要で、

レクリエーショ ン ない 暖色音系で扱いやすい大きさ、
ンの要素ボー 研究 かつの発素生する用具の使用

看(2護ルを用いて、大 とその要を取り入れたレク
009) きさ、動き、色 リエーションの工夫により、

の違い、音の検が討及 高齢むと推者意測欲のさ積がれ極高る性ま。やるそれに取りぼす影響 て各を例のボールへの反応の程 組 のではない
度組 点数化し、高齢者が取り か

む意欲が高まるレクリエー
ションの要素について検討し
マT~。

31木下香織

B2ド看 健康教育とレク 老年看護学ど地竣看護学の2領 A'I;¥I期* レクリエ ンー コ メデ 健告主者活【雰行計の康す囲敏号政生気ド官室稲背、づ1像1のでりく11継は詑をり摘続U】学作号fきI生-t参S】なt加はがPを集者とHらr読指団の【e指民生し護論看学文会 リエーション・ 域合同の学内演習として、対 学科看624年護名学 ン・リハビリ イカルへ
集リハビリの合同象者への健康教育とレクリエ 次 の教育介

護 成制の教育効果録 A導名同自餌ンを演の由燭企椀記習ヨ大画胃述ンを学記の11'看実録内リい護施ハの容、学分ピ自そ務評析己リの2ゾ評の価崎かγすb集次価ら果般団る生表を指合6の討4 生 人

教育 学生の演習記
(2009) の分析から

活た行計動画の立案につ]なげること

した。 ができていた。また、レクリ
エーション・リハビリでは、

康対にを象伴問も題にうとを機設に含、定能め低プした下たレ高やゼ[専齢特ン門徴者テ的的ーの知老なシ識化健ョ] 

ン能力やリスクマネジメント
の意識応など、既習の知識と技
術を 用・統合した企画・実
践を学ぶことができていた。

32 i賓回秀子 日本科学看精会 活気ある病棟づ 島唄・島踊りを取り入れたダ 入院患者 取島唄・島踊りを コントロ 馴染のある島唄・取島踊りをレ
神 くりに向けての ンスレクワエーションを継続全員 り入れたダン ール群の クリエーションにズり入れた
護 取り組み:レク実施し、患者の入院生活にお スレクリエーシない介入ことで、懐かしいリ ムが心
誌 リエーションに ける活動意欲、対人交流の効 ョン 研究 身を刺-情激し、"楽しみ"とい者う
(2008) 島唄・島踊りを 果を検証する。 感情 緒が引出され、患

取り入れて が積極的に参加できたのでは
ないかと考える。今回は、他
のレクリエーションには床興味
を示さなかった患者や臥が
ちであった患者が継続してダ
ンスレクリエーションに患参加者

する、姿に護一笑が者体多いが、感くい見と・っ連もらし帯れにょた。と看 に踊り、
とも 楽感しむこ
とで が生ま
れ病棟全体に活気が見られる
ようり になっている。また、夏
祭発 やクリスマスパーティで

向表上するという目標が、意欲
の に繋がったと考える。

33馬場興EI3美 語蕗H(泊本科ぽ学焔精看会) 閉鎖議梼棟レ6こおけ 健也知高川音神障がい息蒋の論勤 慢性矧結 音棄やワンパッ コントロ 病棟レク T)工ーショーyを行っ
る病 クリエ 性を め、かつ患者とのコミ 神者障がい クしりとり ール群の て、表情が豊者れ、かる患によ者なう間りに、のな集交り流中、
ーション活楽動のユニケーションが円滑活に行え ない介入力の上った
効果.音やワるレクリエーション動の効 研究 が中多東 く見ら
ンパックしりと 果を考察する。 病 レクリエーションの今効後果、
りを通して があったと考えられる。

病棟疋{ レクリエーションを週間
予 に組み込むことで、日常

化くをおよ今有び後効りのなさ課もら題のにと離に2 床へ導ため、 してい
くことが 考える。



34麻殖生和博

35河野あゆみ

36大山由香

37吉田起美代

38早稲本勝世

39青木律子

日本整
形外科
スポー
ツ医学
会雑誌
(2∞8) 

日本精
神保健
看護学
会誌
(2008) 

日本精
神科看
護学会
誌
(2007) 

日本精
神科看
護且ム

ナ E

誌
(2007) 

日本精
神科看
護学会
誌
(2007) 

日本看
護学会
論文集
老年

看護
(2008) 
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内視鏡下除圧術
を施行した腰部
脊柱管狭窄症患
者のスポーツ・
レクリエーショ
ン活動

精神科リハビリ
テーションとし
てのレクリエー
ション療法の再
生と評価に関す
る研究

対象者の資質を
とらえたレクリ
エーション・レ
クリエーション
アセスメントシ
ートの活用

レクリエーショ
ン活動の効果・
ベッドから離れ
る日常生活を目
指して

閉鎖病棟におけ
る患者主体のレ
クリエーション
活動の効果

老年看護学演習
における加齢変
化および障害擬
似体験による学
習効果:iレク
リエーション企
画・実践j演習
後のレポート分
析から

表 1 つづき

内視鏡下除圧術を施行した腰
部脊柱管狭窄症患者146例を対
象に、アンケートを用いて術
前後の活動性やスポーツ・レ
クリエーション活動(スポ・
レク活動)に対する活動性・
意欲の変化について検討した。

本研究の目的は、精神科病棟、
に入院中の精神疾患患者の
様々な集団に適応でき、臨床
看護師が実践可能な治療的要
素をもっレクリエーション療
法をプログラミングLて実践
し、それを患者の視点から評
価することである。

高齢者のQOLの維持・向上に
つながるレクリエーションの
アセスメント方法を検討する
一助とする。

入院患者が日常生活に楽しみ
を持ち、活動性が向上するこ
とを目的とし、ぬり絵とリズ
ム体操を実施してその効果を
明らかにした。

内視鏡下
除圧術を
施行した
腰部脊柱
管狭窄症
患者

精神疾患
患者

入院患者

入院患者

病棟入院患者のレク活動参加 統合失調
人数・レクリエーション自己 症患者
参加度の変化や、あすなろ会
メンバーのレク活動を通して
の意識や行動の変化から、患
者主体のレク活動の効果を検
討する。

本学では老年看護学教育の一
環として、高齢者理解とレクリ
エーションの援助における看護
師の役割の理解を目的に「集団
レクリエーションの企画・実践j
と「擬似体験」を取り入れた演
習を実施している。今回、本演
習を行った学生43名が演習終了
後に提出した課題レポート「演
習を通して学んだこと」を意味
内容毎に整理・分析し、カテゴ
リーイじを図った。

医学部看
護学科学
生

スポーツ・レク
リエーションi舌
動

様、々な集団に適
応でき、臨床看
護師が実践可能
な治療的要素を
もっレクリエー
ション療法

レクリエーショ
ンアセスメント
シートから、対
象者と検討して
対象者のレクリ
エーションを散
歩と音楽鑑賞と
した。

ぬり絵とリズム
体操

小運動会、七夕
会、カラオケ大
会などのレクリ
エーション活動

レクリエーショ
ン

横断研究
(患者)

レビュー
(概念の
整理)

コントロ
ール群の
ない介入
研究

コントロ
ール群の
ない介入
研究

横断研究
(患者)

コ・メデデ
イカルへ
の教育介
入

1)術後に活動性が改善した人
は116例 (79.4%)であった。ま
た術後1週間以内の早期に108
例 (74.0%) が外出可能となっ
た。 2)術前にスポ・レク活動
をしていた人は46例で、うち術
t変よりスポーツを楽しめるように
なったのは31例 (67.4%)であ
った。 3)術前にスポ・レク活
動をしたかったができなかった
47例のうち、スポ・レク活動の
ためにも手術を希望した人は38
例 (80.9%) であり、うち25例
(65.8%)がそのスポ レク活動
を千子えるようになっていた。

レクリエーション療法の評価に
関する762のコードから97の項目
を抽出した。項目からく運営者
の態度><計画性><効果>カテゴ
リーを抽出し、それぞれ否定的
項目と肯定的項目に分類した。
く効果〉の項目は、更に〈生理的
効果H心理的効果)(社会的
効果〉のサブカテゴリーに分類
した。患者はく運営者の態度>
に敏感に反応しており、く運営
者の態度〉を改善し評価する必
要性がある。患者はレクリエー
ションの参加に抵抗を感じてい
る場合があり、これを軽減する
配慮が必要である。〈生理的効
果H心理的効果〉は、社会復
帰する際に必要な要素になって
いた。〈社会的効果〉は、他者
との交流を促進させる最も強力
なリハビリテーションになってい
た。これらの項目を基に、より
治療効果の高いレクプログラム
を作成し、評価項目を洗練させ
る必要性が示唆された。

入院生活中のレクリエーション
内容の決定に際して対象者の
意見を重視したことで対象者が
レクリエーションに「楽しみH満
足」を感じ、「達成感」が得ら
れたと考えられる。それが対象
者の自信につながりレクリエー
ションのイメージが、「運動」か
ら「心の開放」に変化したと考
える。レクリエーション実施後
「入院生活で精神的安定が得ら
れる」の設問に「大変そう思う」、
「入院生活の不安」の設問に「看
護師がいるので不安はない」と
回答した。レクリエーションに
より看護師が常に対象者の傍に
いるため、「不安がない」となり、
精神的安定につながったと推測
される。

37名中、 30名(約81%)が好ま
しいと感じ、楽しみと捉えてい
た。また、ぬり絵とリズム体操
の参加者がそれぞれ見学も含め
て増加した。

患者主体のレクリエーション活
動は1.達成可能な目的の設定
やメンバーの役割を明らかにす
ることにより、グループのメンバ
ーの成長につながる。 2 他患
者との効果的な相互作用をもた
らす。 3.看護者が支持的なサ
ポートをすることで患者の主体
性が高まる。以上の効果が病
棟の活性化につながる。

擬似体験内容のカテゴリーと
して[感覚遮断1[運動障害]
[加齢変化]が抽出され、擬似
体験を除く学習内容のカテゴ
リーとして[レクリエーショ
ン実践時の援助内容1[障害が
ある人への援助の在り方1[体
験Lたことから発展した気づ
き][効果を意図した援助方法]
[新しい学びへの意欲]が抽出
された。
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(2008) 
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レクリエーショ
ン・リハビリの
企画における高
齢者の健康問題
への看護学生の
意識.高齢者援
助技術「身体可
動性障害j演習
の教育評価

看護師による病
棟レクリエーシ
ヨンの効果ス
トレス評価指標
(唾液アミラー
ゼ)を用いて

回復期リハビリ
テーション病棟
における高齢者
に対してのレク
リエーションの
効果:ストレス
評価指標(唾液
アミラーゼ)を
用いて

療養病棟におけ
るボールレクリ
エーションの効
果

精神科病棟看護
締のレクリエー
ション活動に対
する関わりの変
化'カンフアレ
ンスを通して

レクリエーション
支援技量が気分
変容に与える影
響・ジャンケンゲ
ーム支援の技量
差の違いが及ぼ
す影響について

在宅療養でレク
リエ}ションを
取り入れて

レジャー・レクリエーション研究 69，2012 

表 1 つづき

本学における高齢者援助技術 看護学生
「身体可動性障害」の演習方法
は、学生が高齢者のためのレク
リエーションリハビリ(以下レク・
リハ)を企画・実施し、高齢者
役の学生と援助役の学生および
観察者役の学生が相互評価を
行うようにしており、 2006年度
からは新たに設定の高齢者に関
連した健康指導の課題を追加し
た。今回、この課題追加の効
果を検討するため、 2006年度
に演習を行った学生60名が提出
した実習記録の中の「レクリエ
ーションの目的の設定は適切だ
ったか」についての自由記述内
容を分析し、カテゴリー化を図
った。

当回復期リハ病棟では、患者の
活動性向上とストレス軽減を目
的に週1園、看護師によるレクリ
エーション(以下レク)を実施し
ている。今回、レクによるスト
レス軽減効果を客観的に評価す
る目的で、レク実施日の唾液ア
ミラーゼ (AMY) をココロメ}
ターで測定し、非実施日の値と
比較した。

回復期リハピリテーション病棟
における高齢者に対するレクリ
エーションの効果を明らかにす
ることを目的に、 A病院の当該
病棟のレクリエーションに参加
した65歳以上の入院患者13名を
対象に、病棟レクリエーション
実施日の起床時・レクリエーシ
ヨン直前・レクリエーション実施
直後の計3回、および対照群と
してレクリエーションのない翌週
の同曜日に同じく計3回、唾液ア
ミラーゼ活性値を測定した。

著者らの病棟に入院した脳血管
障害患者44名(男性18名、女
性26名、平均年齢76歳、寝た
きり度ランクA2古河名、Blが3名、
B2が9名、 C1が4名、 C2が22名)
を対象にボールレクリエーショ
ンを実施し、 1ヵ月後の効果に
ついて検討した。

A総合病院・精神科女子閉鎖病
棟に入院している患者の多くは
日中も臥床しがちな生活を送っ
ている。この問題を解決する一
手段として、車椅子の高齢者で
もできるストレッチ運動を取り入
れたレクリエーションを実施して
いるが、患者への関わりが積極
的な看護師と消極的な看護師が
おり、関わる態度にバラツキが
みられていた。そこで、レクリ
エーション活動に関するカンファ
レンスを週1回行うようにし、こ
れにより関わる態度に変化がみ
られるか観察した。

レクリエ}ション支援、特にジャ
ンケンゲームの技量差が感情の
変容にどのような影響を及ぼす
のか検討した。

50歳代男性。 12年前にオリーブ
橋小脳萎縮症(OPCA)を発症し、
6年後より訪問看護を開始し、 4
年前から歩行障害の出現で寝た
きり状態となった。日常生活動
作は全介助で、日中独居で週6
回のサービスで日中テレビだけを
見て過ごすため「刺激がほしい」
との訴えがあった。楽しみの観
点から生活の質の向上を目的に
大好きな自分の家で、その人らし
く楽しく生活を送れるように、好
きなレクリエーションをケアの中
心に取り入れ支援を行い実施前
と実施1ヵ月後を比較した。

回復期リ
ハ病棟の
患者

65歳以上
の入院患
者

脳血管障
害患者

精神科女
子閉鎖病
棟に入院
している
患者をケ
アする看
護師

レクリエ
ーション
指導者養
成講座の
参加者

オリーブ
橋小脳
萎縮症
(OPCA) 
患者

レクリエーショ
ン・リハビリ

レクリエーショ
ン

レクリエーショ
ン

ボールレクリエ
ーション

車椅子の高齢者
でもできるスト
レッチ運動を取
り入れたレクリ
エーション

ジャンケンゲー
ム

好きなレクリエ
ーション

コ・メテ事
イカル教
育介入

コントロ
ール群の
ない介入
研究

コントロ
ール群の
ない介入
研究

コントロ
ール群の
ない介入
研究

コ・メデ
イカルへ
の教育介
入

教材研究

症例報告

[状況設定との関連1[健康指
導との関連1[レク リハ内容
との関連1[状況設定とレク方
法との関連1[全般評価]とい
うカテゴリーが抽出され、健
康指導の課題を追加したこと
で学生は高齢者の健康問題を
意識したレク・リハ企画を行
っていたことが確認された。

レク実施日のAMY変動係数は
38.0士15.8KIUIL、非実施日は
30.0士17.1KIUILであり、レク
の効果が示された。

その結果、病棟レクリエーシ
ヨン実施直後に、交感神経活
動の活性を示す唾液アミラー
ゼ活性値が上昇しており、レ
クリエーションが刺激の少な
い入院生活を活性化させる効
果を有することが示唆された。

療養病棟入院患者に対する
ボールレクリエーションは、
ADLおよび情緒面の向上に有
用であることが示唆された。

看護師はカンファレンスを通
してレクリエーションに対す
る他者の知識・思い・経験を
知り、自身の行動の振り返り
ができた。さらに、これが「自
分たちにできることは何かj
を考える動機につながり、自
己のモチベーションを高める
ことができたと思われた。

ジャンケンゲームのプログヲ
ムは、指導技量に関係なく陰
性気分を低下させ陽性気分を
高揚させる効果があることが
明らかになった。

レクリエーションによるアク
ティビティは生活全般の活性
化を促し、生活の快となるこ
とが示唆された。
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8項目のアプローチによりレク
リエーションは病棟業務とし
て定着し、責任と業務を明確
にした結果、役割認識が生ま
れ積極的な行動変容へ至った。
マニュアルを活用することで、
効果的に仕事を進めることが
でき、新たな業務の創造や業
務改善にまでつなげる事がで
きた。

対象の7割近くが好きなプログ
ラムと楽しめたプログラムが
一致していたほか、実施方法
を工夫することで本来それほ
ど好きではなかったプログラ
ムも楽しんでもらえることが
分かった。

コ・メデ
イカルへ
の教育介
入

レクリエーショ
ン

表1
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化
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を
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検

病
ン
確
的
チ
ン
意
ら
を

養
ヨ
明
体
-
ヨ
の
か
策

療
シ
の
主
ロ
シ
へ
果
決

レクリエーショ
ン定着に向けて
の検討.スタッ
プに対する積極
的な行動変容へ
の取り組み

日本看
護学会
論文集
.老年
看護
(2007) 

47 左海厚子

教材研究音楽プログラム
(歌)、運動プロ
グラム(風船
バレーなど、集
団で楽しめる運
動)、趣味プロ
グラム(ビデオ
鑑賞、貼り絵、
読書など)の3
つのプログラム

リ
ヨ
の
者

ピ
シ
院
患

ハ
-
病
院

リ
テ
ン
入

認知症予防活動の体験学習と
して提供した音楽療法とレク
リエ}ションの体験は、 5カ
月間という期間限定において
は、音楽療法の方に改善の変
化がみられた。体験教室の方
法を吟味することで、いずれ
も体験教室後、自主グループ
の形成がなされ活動が継続さ
れ、認知症予防としての活動
が地域に根付きかけた。

一般論としては、重度認知症
高齢者でも介入方法の工夫に
より効果をあげることが可能
である。その検証に fATD-W
介入型」は有用である。今後
も対象者を増やし、多重ベ}
スライン型を使用しながら、
fATD-W介入型」を作業療法
の臨床に有用な研究法として
確立するための検討を重ねて
いきたい。

コントロ
ール群の
ない介入
研究

音楽療法とレク
リエーションの
体験

高齢者

患者の個別性を活かしたレク
リエーションとして、リハビ
リテーション病院の入院患者
25名(平均年齢78.2土12.0歳)
を対象に趣味や好きな活動内
容について聞き取り調査を行
い、その結果をもとにレクリ
エーションプログラムを立案
実施し、その効果を、「セラビ
ューティックレクリエーショ
ンカルテ」を用いた対象者の
レクリエーション実施時の参
加度調査、および実施後の聞
き取り調査より検討した。

認知症予防活動の体験学習と
して提供した音楽療法とレク
リエーションの体験は、認知
症予防事業が住民に受け入れ
易く継続した活動となり、か
っ認知症予防として効果が期
待できるものなのか、参加状
況や事業開催前後の高齢者の
総合力の比較から検討した。

エ
な
は

リ
あ
日

夕
・
今

レ
ン
も

い
ヨ
私

し
シ
も
役

楽
一
た
主

総合ケ
ア
(2007) 

48 涌井忠昭

効果的な認知症
予防事業に関す
る実践的研究・
音楽療法とレク
リエーション活
動の取り組みに
対する比較検討

人問看
護学
研 究
(2007) 

49 横井和美

症例報告レクリエーショ
ン(玉入れ、輪
投げ、ボウリン
グ、バターゴル
フ)と音楽活動

重度認知
症高齢者

単一事例研究法条件交代デザ
イン (ATD) はベースライン
と交代操作介入期をもち、複
数の介入の効果を比較するこ
とができる。しかし、本研究
では倫理的配慮からベースラ
インを設定できなかった。そ
こで、ベースラインを設定
しないオリジナルデザイン
fATD-W介入型jを提案した。

単一事例研究法
を用いた重度認
知症高齢者に対
するレクリエー
ションと音楽活
動の効果の比較
及び研究デザイ
ンの臨床的有用
性の検討

作業療
法
(2007) 

50 和田佐和子

しかし、補完医療としての位置づけでのレクリ

エーションによる介入研究では、臨床試験登録

(UMIN-CTR)が必須 7)で、とくに倫理面を配慮

した綿密な事前計画が不可欠で、ある。また、観察

研究でも、レクリエーションの有効性を明らかに

するためには、質の高い研究にする必要があり、

国の疫学研究・臨床研究の倫理指針に準拠するこ

とと、研究デザインに応じた著名なチェックリス

トを活用するといった事前の十分な研究計画が不

可欠である ω).5臼5臼臥2

より多くの研究の蓄積が期待される。

4) レクリエーションの特徴

レクリエーションの特徴では、様々な方法によ

る広義のレクリエーションが多く、明確な定義づ

けがない傾向にあった。音楽療法は4編あったが、

これは「レクリエーション」に含まれるのか、そ

れとも独立して「音楽(療法)Jなのか、捉える

方向性によって議論が大きく分かれると考えられ

究が7編あり、上述のように看護師においては、

レクリエーションを研究することの意義や価値が

あることを裏付けていた。

症例報告は 4編だったが、エピデンス・グレー

デイング(一般化可能性は低い)としては下位で

はあるものの、個々の変化をより鮮明に示すのに

適したデザインであるため、この蓄積も重要であ

るO

3 )対象疾患あるいは対象者

対象疾患あるいは対象者は多岐に及んでいた

が、総じて健常な中高年者や認知症を有する患者、

精神疾患を有する患者に関する研究が多かった。

医療福祉分野に関する先行研究 7) では、「医療・

福祉分野において、直接的に補完医療として、あ

るいは間接的に患者や心身に障害を有する者、健

常者のメンタルヘルスや生活の質 (QoL)の向

上のための具体的処方として益々期待が寄せられ

る」と述べられている。
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レクリ工ーション研究の特徴の要約表 2
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全期間において

2011 * 
2010 

2009 

2008 

2007 

整形外科学系雑誌

リハビリテーション医学系雑誌

看護系雑誌

福祉系雑誌

紀要(大学・研究機関)

非ランダム化比較試験

コントロール群のない介入研究

横断研究(患者)

症例報告

コ・メデイカルへの教育介入

教材研究

概念の整理

診療報酬分析

健常な中高年者

統合失調症患者

高齢透析患者

精神疾患患者(多疾患)

操うつ病患者

老年期妄想症患者

ハンセン氏病を有する認知症患者

要介護者

認知症患者

入院患者(精神科・リハ病棟を含まず)

リハビリテーション病院の患者(多疾患)

腰部脊柱管狭窄症患者

脳血管障害患;者

オリーブ橋小脳萎縮症 (OPCA)患者

身体障害者

看護学生

看護職員

レクリエーション指導者養成講座の参加者

様々なレクリエーション種目

フライング・ディスク

コンピューターゲーム

音楽レクリエーション

京会画レクリエーション

風船バレー

ダンス・レクリエーション

ボールを使ったレクリエーション

スポーツ・レクリエーション

治療的要素を持つレクリエーション

ジャンケンゲーム

2011年 1月1日から 6月30日までの期間に公表された論文

該当論文数

雑誌の種類

研究デザイン

% 
(総数に比して)

細目リサーチ・クェスチョン

発表年

対象疾患(者)

レクリエーションの特徴

* 
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る。ひとつの考え方として、音楽の専門技術がな

いと指導できない、というように固有性が高い介

入であるならば、それはレクリエーションの範障

ではなく、名実ともに音楽療法と称するべきだろ

うO 一方、文部省唱歌や童謡・民謡、国民にとっ

て馴染みのあるヒット曲(演歌・ポップス)など

を患者や参加者と一緒に歌うといった、指導者に

特別な技術がなくても可能な介入はレクリエー

ションとする取り扱いができるかもしれない。

5 )今後の課題

表3は、医療関連分野からみたレクリエーシヨ

ンの課題である O これは、本学会やレクリエーショ

ン研究分野の発展のための総合考察である。

まず、看護分野、とくに精神疾患患者に対する

レクリエーション介入に興味をもっ研究者や臨床

現場の看護師は相当数存在すると考えられるた

め、それをターゲットにした「レクリエーション

とはりという正しい啓発や広報活動、本学会へ

の参加が期待される。一方で研究方法論としては、

コントロール群の設定がない研究が多く、得られ

た結果は慎重に結論づけをしなければならない。

継続して疫学・臨床研究の正しい方法論の啓発も

必要である。精神疾患患者や中高年者の介護予防

や生きがいづくり、 QOLの向上においては、さ

らなるレクリエーションの研究の促進が必要で、あ

るO 臨床的・社会的なニーズも高くなるため、上

述の方法論はエビデンスを構築する上で重要であ

ることを強調したい。合わせ、音楽療法をはじめ、

各種の「・・療法」という新しい民間療法が多数

あるが、レクリエーションによる効果、と言及す

る上では、その定義づけや範囲の示すコンセンサ

スが必要と考えられる。世界的なレクリエーショ

ン学の有識者や関連領域(医療・看護・福祉・教

育など)の有識者が参画し、デルフィー・コンセ

ンサス法などを用いての検討を日本が先導的に

行っていくことに意義があると考える O

6 )本研究の限界と弱点

本研究にはいくつかの限界と弱点がある。まず、

情報バイアス(取りこぼし)として 2点ある o 1 

点目は、論文題目にレクリエーションという用語

を含む研究を対象としたが、レクリエーションの

固有の種目(例えば、仮称タイトルとして、「ター

ゲットバードゴルフ」が高齢女性の骨密度に及ぼ

す効果について、など)を記載している研究が除

かれている可能性がある o2点目は、使用したデー

タベ}スは医学関連論文としては国内最大ではあ

るが、これに搭載されていない学術雑誌が除かれ

ている O レジャー・レクリエーション研究も医中

誌 Webに搭載されていないため、これに該当す

るO

さらに、本研究は各種チェックリストに基づい

て研究デザイン別の論文の質評価を行っておら

ず、対象として取り上げた論文の臨床や教育効果

のエピデンスを直接的に示すことができていな

lハ。

5.結論

医中誌 Webに掲載されている研究は、看護師

や介護者が職務として直面している入院患者や精

神疾患患者に対して、補完療法あるいは QOLを

高める効果を求めてレクリエーションを取り入れ

ていることが多いことが明らかになった。こうし

た対象者へ、レクリエーション介入の方法論を議

論する場として、本学会の活動を啓発・広報する

表3 医学関連分野からみたレクリ工ーションの課題*

リサーチ・クェスチョン項目 今後の課題と展望

報告された学術雑誌からのターゲ、ット
看護・介護研究分野へのレクリエーション学の意義の正しい啓発・広報

看護・介護研究者に対する本学会での活動促進

研究デザインからの課題
介入研究においてはコントロール群を設定しての結論の導出

コントロール群の設定が難しい場合には過剰にならない慎重な結論の記述

対象疾患あるいは対象者からの課題
精神疾患患者等の補完療法としてのレクリエーション効果の実証

中両年者におけるメンタルヘルスや QOLに関する研究の推進

レクリエーションの特徴からの課題 レクリエーションの定義・範囲のコンセンサス

* 本研究から得られたデータに基づく主要な課題の意であり、すべてを包括しているものではない。
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意義が示された。

実施されていた研究デザインとしては、コント

ロール群がない介入研究が多く、エピデンスを示

すには弱点となっていた。レクリエーションとし

て取り扱う範囲の明確化とともに、事前の研究計

画の適正化の必要性が示された。

補注

註1) I医中誌 WebJ とは、特定非営利活動法人

医学中央雑誌刊行会が作成する囲内最大の

医学論文情報のインターネット検索サービ

スで、教育機関・企業などの法人様に向け

に提供するサービスである o I医中誌WebJ

では、国内発行の、医学・歯学・薬学・看

護学及び関連分野の定期刊行物、のべ約

5，000誌(随時、追加・更新中)から収録

した約 750万件の論文情報を検索すること

ができる O

附記

本研究は、平成 23年度日本学術振興会「科学

研究費助成事業(学術研究助成基金助成金基盤

研究 (C))Iレクリエーションへの教育・健康増

進効果に関するエビデンスとフイージピリテイ

(研究代表者:上岡洋晴、課題番号 23500817)J

の一部として実施した。

データベースに基づく検索において、東邦大学

習志野メディアセンタ}の員喜志まり司書、デー

タ整理においては東京農業大学の東野理恵氏、峰

岸弘輔氏、中田鈴夏氏のご協力を賜りました。こ

の場をお借りして深謝いたします。
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